
・外構改修工事（ウッドデッキ、アスファルト舗装、雨水排水等）

・既存ゴミ置場、ガス置場の取り壊し

・既存残渣入の減築

・既存バルコニー屋内化による増築

・ポーチ屋根の改築

A3：1/2000

A1：1/1000

工事概要

【事業概要】

【建物概要】

【工事概要】

【別途工事】

【施工条件】

備　考

一級建築士登録 第295054号　日野 秀明

東北大学（川内１）川内南コモンズ（文科系）改修設計業務

株式会社　唯設計

大臣登録第360022号

管　理 製　図設　計検　図

椎名　秀和

一級建築士
設計者

石　谷大　山宍　戸木　村

設計年月

2025年 3月

課　長 担　当課長補佐 係　長

図面名称

東北大学施設部

工事名称

部　長 次　長2024 年度

縮尺

通し番号

図面番号

川　崎 大　石

業務名称

管理建築士 第229C-70143L号　一級建築士大臣登録第360022号　椎名　秀和

川内Ⅰ配置図　Ｓ＝1：2000
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（保存緑地）

改修建物：文科系厚生施設 

・工事期間中、大学行事及び入試等により工事の中止（予定日数15日程度）及び騒音・振

 動作業の発生に対する制限がある。具体的な日時については監督職員との協議による。

・キャンパス内の各種施設が稼働しながらの工事であるため、騒音・振動・安全対策等を

 徹底すること。

・本工事現場は埋蔵文化財包蔵地のため、文化財保護法の規定による制限を受けており、

 切土・根切り等の掘削作業は、東北大学埋蔵文化財調査室による立会を受け、その指示

 に従って施工することとし、受注者は工程表、施工計画書を着手の2週間以上前に監督

 職員に提出し、承諾を受けること。また、文化財保護法の規定により必要となる工事写

 真、図面等の提出は監督職員の指示によるものとする。

工事場所：宮城県仙台市青葉区川内27-1 【東北大学川内1団地構内】

完成期限：2026年　2月　27日　

工事内容

・防水改修工事

・外壁改修工事

・建具改修工事

建物名称：文科系厚生施設

構　　造：鉄筋コンクリート造

階　　数：地上1階

建築面積：1,347.59㎡

延べ面積：1,296.37㎡

電気設備工事　一式

機械設備工事　一式

学生・教職員等のキャンパスライフを支える福利厚生施設としての機能を備えた、

「イノベーションコモンズ」として、学生の多様な自主活動や教員による地域社会連携

活動を支える場を再生整備する。

整備建物については、ZEB Ready を実現し、カーボンニュートラルに資する施設とする。

・内装改修工事

本事業は、既存の文科系厚生施設について、国際化を牽引するグローバル人材の育成、

アントレプレナー教育の実施、国内外の会議開催など、教育研究活動の拠点を整備し、

本学が国内最大規模を誇る「国際共修授業」のほか、産学官の様々な分野でグローバル

に活躍できる人材を輩出する学生交流拠点とすることで、言語・文化を超えてともに学ぶ

国際共修キャンパスの創造への貢献を目的とした事業である。

≪工事概要≫　　東北大学（川内１）川内南コモンズ（文科系）改修その他工事 

東北大学（川内１）川内南コモンズ（文科系）改修その他工事 
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柱芯

↓

UP

ポーチ

柱芯→

↑

柱芯

厚生施設

物置

（３）

ガス置場(撤）

既存１階平面図　S=1:100

自販機（撤）

SK

厚生施設

物置

（４）

Ｎ

書籍

食堂

厨房２

女子便所

男子便所

食品庫

準備室

残滓入

冷蔵庫

冷凍庫

多目的

便所

コンクリート基礎（撤）

D10@200（縦横）接着系アンカー

（H100×D100）

柱芯

↓

踏込

Ｂ’

Ｂ’

Ａ’

Ａ’

麺厨房

バックヤード

事務室

k7

SD

ポンプ室

洗浄室

職員便所

倉庫

ホール

キャリアサポート

カフェ

カフェ厨房

厨房１

(壁) FL～FL2700(小口下地調整を見込む)

特記無きは以下による

コンクリート壁撤去範囲を示す

ﾀﾃ樋 SGP　特記なき限りφ100 撤去 

FL-100

FLからの床レベルを示す

特記無き限りFL±0とする

設備機器等躯体開口閉塞(各階合計)※位置は別途設備工事による

100φ H45

5

床

100φ D45

30

内壁

W260×H125×D50 内壁

4

電気設備用

数量開口閉塞寸法 開口部

備考

床スラブ取壊し範囲を示す

(タイル)

150角磁器タイル張り撤去範囲を示す

改修範囲外を示す

LGS(W65)+GB-R12.5+FK8+仕上(両面）

L1

R2

LGS(W65)+GB-R12.5+GB-H9.5+仕上(両面）

L2

R1

(A)-

R3

LGS(W65)+GB-R12.5+仕上(両面）

L4

符号

L3

壁仕様(※ｓが付いたものは片面）

基礎撤去範囲（設備用）を示す

凡例(既存)

D1

表層土間増設範囲を示す

機械設備用

250φ D500

16

内壁梁

250φ D300

2

外壁

250φ D500

50

外壁梁

150φ D80 既存ﾊﾄ小屋壁

300φ D500

1

外壁梁

150φ H150 床

8

34

150φ D160 外壁

30

W150×H150×D50 内壁

2

(特記事項)

1) (撤)撤去を示す　(既)既存のままを示す

2) 特記なき限り内部建具は枠共全て撤去とする

3) 特記なき限り既存内装下地仕上は全て撤去とする

4)  特記なき限り家具備品、設備機器類は全て移設済みとす

る(別途工事)

5)  床ﾚﾍﾞﾙは特記なき限りFL±0(ｺﾝｸﾘｰﾄ直押え)

6)  壁躯体は特記なき限り、W=120にモルタル（t＝25)のうえ

7)  特記なき限り、既存RC壁撤去に伴う柱、梁、床との切断

面は、ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ等により補修を行うこととする

8)  特記なき限り、既存RC床はつり撤去に伴い、はつり面の

下地調整を見込む

9)  特記なき限り、既存躯体開口閉塞は無収縮モルタル埋めと

し、外壁・外壁梁部は外装補修を見込む
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カ3

カ3：W=2100   D=148  H=800

グ1
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仕上げとする
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倉庫1（撤）

コンクリート腰壁（撤）

（FL～FL＋1445）

5200 491

コンクリート腰壁（撤）

（FL～FL＋2100）
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コンクリート腰壁（撤）

（FL～FL＋1485）

コンクリート腰壁（撤）
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柱芯

↓

UP

ポーチ

柱芯→

←柱芯

↑

柱芯

Ｎ

書籍

食堂

食品庫

準備室

休憩室

冷蔵庫

冷凍庫

柱芯

↓

ホール

Ｂ’

Ｂ’

Ａ’

Ａ’

ポンプ室

購買

エントランス

ラウンジ

厨房

RC(壁)

(壁) FL～FL2700(小口下地調整を見込む)

特記無きは以下による

コンクリート壁充填範囲を示す

コンクリート土間新設範囲を示す

ﾀﾃ樋 SUS　φ90 新設 

FLからの床レベルを示す

特記無き限りFL±0とする

設備機器等躯体開口閉塞(各階合計)※位置は別途設備工事による

100φ H45

5
床

100φ D45

30

内壁

W260×H125×D50

内壁
4

電気設備用

数量開口閉塞寸法 開口部 備考

床スラブ増打範囲を示す

浸透玉石溝を示す

LGS(W65)+GB-R12.5+9.5仕上(片面）

L1

R2

LGS(W65)+GB-R12.5+BG-S9.5+仕上(両面）

L2

R1

(A)-

R3

(A+PU)+GB-R12.5(GL)+仕上

LGS(W90千鳥)+GB-R9.5+12.5+仕上(両面）

L4

符号

L3

スラブ復旧範囲（設備用）を示す

凡例(改修)

D1

LGS(W65)+GB-R9.5+12.5+仕上(両面）

機械設備用

250φ D500

16

内壁梁

250φ D300

2

外壁

250φ D500

50
外壁梁

150φ D80

既存ﾊﾄ小屋壁

300φ D500

1
外壁梁

150φ H150

床

8

34

150φ D160

外壁

30

W150×H150×D50

内壁

2

(特記事項)

1)  (撤)撤去を示す　(既)既存のままを示す

2)  特記なき限り内部建具は枠共全て撤去とする

3)  特記なき限り既存内装下地仕上は全て撤去とする

4)  特記なき限り家具備品、設備機器類は全て移設済みとす

る(別途工事)

5)  床ﾚﾍﾞﾙは特記なき限りFL±0(ｺﾝｸﾘｰﾄ直押え)

6)  壁躯体は特記なき限りｺﾝｸﾘｰﾄ打放し(B種)のうえ仕上げ

7)  特記なき限り、既存RC壁撤去に伴う柱、梁、床との切断

面は、ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ等により補修を行うこととする

8)  特記なき限り、既存RC床はつり撤去に伴い、はつり面の

下地調整を見込む

9)  特記なき限り、既存躯体開口閉塞はコンクリート埋め

（上部H50は、無収縮モルタル埋め）とし、外壁・外壁
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ウッドデッキ3
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FL-600
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LGS(W65)+GB-F12.5+12.5+仕上(片面）

L5

L6
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L4
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L7

LGS(W90千鳥)+GB-F12.5+GB-FW12.5+仕上
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L1

R2

R4

R2

R2

R2

R2

R2

R2
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FL±0
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977

L3

Ls3
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UP
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R4

R4R4

R4 R4
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(A)+

LGS(W65)+GB-R12.5+仕上

ラ6

ラ8
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ラ7
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スペース1
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スペース2
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←柱芯

FL-600

FL-600
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L5
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FL-100

コンクリート充填（新）

（FL+2680～梁下）

4510 491

R4
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L3

ウッドデッキ1

FL-100

カ1

ウッドデッキ3

ベンチ

ライニング

（新）

ラ1：W=2410　D=500　H=900

ラ2：W=2890　D=200　H=1200

ラ3：W=2610  D=260  H=900

ラ4：W=1485  D=180  H=1000

ラ5：W=1865  D=150  H=1050

ラ6：W=400   D=200  H=800

カウンター

（新）

ラ7：W=1230  D=200  H=800
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LGS(W90千鳥)+GB-F12.5+12.5+仕上(片面）

L7
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既存グレーチング桝
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梁部は補修を見込む
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1階平面図（改修）
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防水撤去を示す

凡例(既存)
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柱芯

↓

屋根1
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庇2
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ファンルーム

庇6

↑

柱芯

↓

 VP管
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3650

3
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庇1

庇4

吹抜

庇5

175

2000

42000

21000 21000

7000 7000 7000 7000 7000 7000

Ｂ

Ｃ

２

１

屋根2

7000

5

0

0

0

3650 75

3

2

5

3

1

5

0

7

5

2

5

0

k6

SD

k1

SG

RD1

ﾀﾃ樋 SGP　φ100 撤去 

屋根 4

改修用横型ルーフドレイン90φ（撤）

D1

RD2

改修用竪型ルーフドレイン90φ（撤）

屋根 1

RD2

RD2

RD2

RD2

RD2

RD2

RD2

RD2

RD2

RD2

D1
D1

D1

D1

D1

D1

RD1

RD1

RD1
RD1

RD1

RD1
RD1

RD1

RD1

RD1

RD1

RD1

RD1

RD1

D1
D1

モルタル防水 (撤） 

波型スレート（撤）

屋根4

(屋根・庇)

屋根・庇、取壊し範囲を示す

屋根 3

庇 1～3

合成高分子系ルーフィングシート防水（存） 

庇 4～5

モルタル防水　（存）

R1

(A)-

符号 壁仕様

R1

R1

C1

(CB)-

C1

C1

↑

柱芯

RC(パラペット)

(壁) 小口下地調整を見込む

特記無きは以下による

コンクリート壁撤去範囲を示す

φ50 存置

 VP管

中継管（VP）

庇 6

モルタル防水　（撤）

1)  柱上部のアルミ笠木：全て取外し

(特記事項)

2)  特記なき限り、既存RC壁撤去に伴う柱、梁、床との切断

面は、ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ等により補修を行うこととする

3)  特記なき限り、既存RC床はつり撤去に伴い、はつり面の

3

0

0

下地調整を見込む

防１ 防水撤去: 980×980（ 11箇所）

防２

防３

防４

 防1

 防1

 防1

 防1

 防1

 防1

 防1

 防1

 防1

 防2

防水撤去: 300×740（  2箇所）

 防2

 防3

防水撤去:3550×400（  4箇所）

 防3

 防3

防水撤去:1015×300（  6箇所）

 防4

 防4

 防4

 防4

 防4

 防4

防５ 防水撤去:1715×856（  1箇所）

 防5

合成高分子系ルーフィングシート防水（一部撤） 

アルミ笠木W250

（存置）

アルミ笠木W250

（存置）

アルミ笠木W300

（取外し）

W300 L6400（撤）

アルミ笠木W300

（取外し）

アルミ笠木

300

アルミ笠木

W250（存置）

アルミ笠木W300

（取外し）

アルミ笠木W300

（取外し）

アルミ笠木W300

（取外し）

アルミ笠木

W300

アルミ笠木W300

（取外し）

アルミ笠木W400

（存置）

アルミ笠木W400

（存置）

柱型：アルミ笠木

600×600（取外し）

アルミ笠木W300

（取外し）

アルミ笠木W300

（取外し）

アルミ笠木W300

（取外し）

ア

ル

ミ

笠

木

W

3

0

0

 

L

4

4

0

0

（

撤

）

アルミ笠木W300

（取外し）
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0
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300

1415
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 防1

5

1

0

2

0

2

0

5

1

0

2020 15101510

 防1

3005

2

0

1

0

屋根 2

モルタル防水 (撤） 

アルミ笠木W250

（存置）

アルミ笠木W250

（存置）

1715

 防3

406 250

2338

250

1932

250 250

2338

250

2338

110

2

3

5

0

140

2

5

0

9
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0
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5

0
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250250250

3214 32141472
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5

0

2

5

0

1

5
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0

3214
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3214

250250250

3214 32141653
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1561
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3214 1625
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0
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0
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5
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2

2

8
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2

5
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2

5
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2

5

0

1

3

4

5

2

5
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2

5

0

1

5

1

0

1

0

3

0

2

5

0

1
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0

1

8

3

5

1

0

0

5

2

5

0

1

2

1

5

2

5

0

2

5

0

2

3

5

0

6

1

5

250
2338

250
2338

99 151
1725

250
3214

250
16331653

250
3214

250
1581 1705

250
1509

250 3214 250 15611725 1653 250 3214 250 3214 250 3214 250

1725

3214 3214

250

321432143214321432143214 2503214148216189 1785250250

（取外し）

防６ 防水撤去: 250×250（146箇所）

R階平面図（既存）

a

c

展開方向

d b
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Ａ
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↑

柱芯

柱芯

↓

柱芯

↓

屋根1

屋根1

屋根4

庇2

庇3

↑

柱芯

↓

 VP管(50φ)
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５ ６
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0

0

2000

庇1

庇5

175

2000

42000

21000 21000

7000 7000 7000 7000 7000 7000

(屋根・庇)

屋根・庇、新設範囲を示す

凡例(既存)

ファンルーム

3650

3

2

5

3

1

5

0

2

5

0

7

5

SG

n4

吹抜

n5

SD

鉄骨庇4

鉄骨庇1

RD2

RD2

RD2

RD2

RD2

RD2

RD2

RD2

D1
D1

D1

D1

D1

D1

RD1

RD1

RD1

RD1

RD1

RD1

RD1

RD1

RD1

RD1

RD1

RD1

RD1

RD1

ﾀﾃ樋 SUSφ100 （新）

鉄骨庇2 鉄骨庇3

 ガーゴイル（新）

 ガーゴイル（新）

アルミ笠木W300

屋根 4

波型スレート（新）

庇 1～3

合成高分子系ルーフィングシート防水 清掃 

庇 5

モルタル防水　清掃

鉄骨庇5

鉄骨庇１～4

3

0

0

630

300

7

0

0

R1

R1

CB1

CB1

R1

(A)-

符号 壁仕様

CB1

(CB)-

1)  柱上部のアルミ笠木：全て再取付け

ガーゴイル

SUS　T=3　コの字加工

φ50 清掃

 VP管

中継管（VP）

5

0

0

鉄骨庇 5

庇6

庇 6

モルタル防水(新）

(特記事項)

2)  特記なき限り、既存RC壁撤去に伴う柱、梁、床との切断

面は、ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ等により補修を行うこととする

3)  特記なき限り、既存RC床はつり撤去に伴い、はつり面の

下地調整を見込む

（再取付け）

690

9

0

アルミ庇（既成） W=6410　D=1500 

アルミ庇（既成） W=5150　D=1500 

35300

12851285

300300
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0
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2

0

1

0

2

0

1

0

7

4

0

4

0

0

8

8

0

870

300

1415

300

125

W300 L5205（新）

アルミ笠木W300

（再取付け）

アルミ笠木

W300 L895（新）

アルミ笠木

アルミ笠木W300

（再取付け）

アルミ笠木W300

（再取付け）

アルミ笠木W300

（再取付け）

アルミ笠木W300

（再取付け）

3005

2

0

1

0

ア

ル

ミ

笠

木

W

3

0

0

 

L

3

6

0

0

ア

ル

ミ

笠

木

（

新

）

W

3

0

0

 

L

5

0

0

（

新

）

アルミ笠木W300

（再取付）

アルミ笠木W300

（再取付）

柱型：アルミ笠木

600×600（再取付）

アルミ笠木W300

（再取付）

Ｂ

Ｃ

２

１

屋根2

7000

5

0

0

0

3650 75

3

2

5

3

1

5

0

7

5

2

5

0

アルミ笠木W300

（再取付け）

30103010

1715

屋根 1

屋根 2

ウレタン塗膜防水（X-2）(新)

改修用横型ルーフドレイン90φ（新）

改修用竪型ルーフドレイン90φ（新）

設備基礎新設を示す

RD1

D1

RD2

（機械式固定）（S4-SI）(新)

合成高分子系ルーフィングシート防水t1.5

断熱材押出法ポリスチレンフォーム 3種bA t100(新)
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R階平面図（改修）

a

c

展開方向

d b
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Ｂ

Ｂ

凡例

 外装薄塗材E（撤）

 ベランダ手摺（SOP）（撤）

既存ポーチ(コンクリートスラブ、砕石等含む)撤去範囲 

1234567

A B C D E F G H

7654321

ABCDEFGH

7000 7000 7000 7000 7000 7000

42000

7000 7000 7000 7000 7000 7000

42000

5000 5000 5000 5000 5000 5000 5000

35000

5000 5000 5000 5000 5000 5000 5000

35000

▽1FL

▽SGL

▽1FL

▽SGL

▽1FL

▽SGL

▽1FL

▽SGL

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

 タラップ（SUS) (存)　

 竪樋 SGP 100φ (撤)

 150角 クリンカータイル貼り(撤)

Ｇ

 モルタル箒目立仕上（撤）

Ｈ

Ｉ

 モルタル金ごて（存）

Ｊ

 モルタル金ごて（撤）

特記事項

・(存)既存存置部分を示す

・(撤)撤去部分を示す

・特記なき限り、壁・柱・梁部分は外装薄塗材Eとする。

・特記なき限り、アルミ笠木は取外し再取付けとする。

・特記なき限り、既存サッシは全て撤去とする。

Ⓐ

Ⓐ

Ⓐ

Ⓐ

Ⓐ

Ⓐ

Ⓐ

Ⓐ

Ⓐ

Ⓐ

Ⓐ

Ⓐ

Ⓐ

Ⓐ

Ⓐ

Ⓐ

Ⓐ

Ⓐ

Ⓐ

Ⓐ

Ⓐ

Ⓐ

Ⓐ

Ⓐ

Ⓒ

Ⓔ

Ⓔ

ⒺⒺ

Ⓕ

Ⓖ

Ⓗ

Ⓗ

Ⓗ

Ⓘ

Ⓘ

Ⓖ

Ⓘ

Ｋ

 アルミ笠木（取外し）

 アルミ笠木（撤）

Ⓙ

Ⓙ

Ⓙ

Ⓙ

Ⓙ

Ⓘ

Ⓙ

Ⓙ

Ⓙ

Ⓙ

Ⓙ

Ⓙ

Ⓙ

Ⓓ

Ⓓ

Ⓓ

Ⓓ

Ⓐ

Ⓙ

Ⓙ

Ⓚ

Ⓙ

Ⓙ

Ⓔ

既存コンクリート壁撤去範囲

Ⓐ

既存建物一部撤去範囲

Ⓚ

 飾り桝（撤）

Ⓔ

Ⓘ
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凡例

 

1234567

A B C D E F G H

7654321

ABCDEFGH

7000 7000 7000 7000 7000 7000

42000

7000 7000 7000 7000 7000 7000

42000

5000 5000 5000 5000 5000 5000 5000

35000

5000 5000 5000 5000 5000 5000 5000

35000

▽1FL

▽SGL

▽1FL

▽SGL

▽1FL

▽SGL

▽1FL

▽SGL

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

特記事項

・(存)既存存置部分を示す

・(新)新設部分を示す

・特記なき限り、アルミ笠木は取外し再取付けとする

・屋上外断熱防水は、遮熱仕様とする

 タラップ（SUS)(存)　 

 竪樋 SUS 100φ (新)

 300角 防塵タイル貼り(新)

 モルタル金ごて（存）

コンクリート金ごて（新）

 アルミ笠木（再取付け）

　飾り桝（SUS)（新）

 アルミ笠木（新）

Ｇ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

Ｋ

Ｌ

Ⓐ

Ⓐ

Ⓐ

Ⓐ

Ⓐ

Ⓐ

Ⓒ

Ⓔ

Ⓔ

Ⓔ

Ⓔ

Ⓕ

Ⓖ

Ⓗ

Ⓗ

Ⓘ

Ⓘ

Ⓘ

Ⓘ

Ⓙ

Ⓙ

Ⓙ

Ⓙ

Ⓙ

Ⓙ

Ⓙ

Ⓙ

Ⓙ

Ⓙ

Ⓙ

Ⓙ

Ⓛ

Ⓛ

Ⓛ

Ⓛ

Ⓙ

Ⓙ

Ⓚ

Ⓙ

Ⓙ

Ⓔ

 ウッドデッキ(新)

Ⓜ

　アルミ庇　D=1500 　特記なき限り軒裏木目調　（既製品）（新）

М

Ⓜ

Ⓖ

Ⓖ

Ⓖ

Ⓖ

　ウッドデッキ付属ベンチ（新）

Ｎ

Ⓝ

Ⓝ

開口部閉塞範囲

土間コンクリート新設範囲

梁下部コンクリート充填範囲

０

Ｐ

　カフェ前RCベンチ　D＝800　H＝450　（新）

　カフェ前スチールテーブル　W=1000　D=500　H＝600（新）

Ⓟ

Ⓞ

Ⓞ

Ⓟ

Ⓜ

Ⓚ

Ⓐ

撤去後下地調整範囲

F F F F F FF F F
F F FF
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FF
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F

F

F
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F

F

F

F

F

F

F F F F F F

F F F F F F

F F

F F F FF

F F

F

FF F F F

F F F F F F

Ⓠ

Ｑ

　St手摺　リン酸処理　FB　44×6 @90　H＝1200

 下地補修+外装厚塗材E吹付(模様：スクラッチライン）(新） 

 下地補修+外装厚塗材E吹付(模様：プレス）(新） 

Ⓐ

Ⓐ

Ⓐ

Ⓓ

Ⓐ

Ⓐ

Ⓓ

Ⓓ

Ⓘ

Ⓘ

Ⓘ
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